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萬　代　輝　正

(1)

①

②

市政１期目についての飯塚市長の所感

今後の市政運営の考え方

質問者 ２６

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

飯塚出雲市政１期目の所感と今後の市政運営の考え方
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保　科　孝　充

(1)

①

ア

イ

ウ

②

ア

③

④

(2)

①

②

③

ア

イ

④

ア

イ

これまでどのような広報をしてきたか。

広く市民に知ってもらうため、どのような広報をしていくか。

西暦何年ごろの道で、どのような時代背景があり、何のために、どのような人が
通ったと思われるか。

「未来と古代が響きあう」と斐川行政センター前の標柱に記されており、山陰道跡
は格好の観光場所と言える。観光場所としてＰＲすべきと思うがいかがか。

事業計画は令和6年度から15年度の10年間と予定されているが、概ねの整備・活用計
画を伺う。専門知識を有する方への対応も大切だが、一般市民・観光客への対応も
必要と考えるがいかがか。

駐車場･進入路が全くなく、今後の対応が必要と思うがいかがか。

案内板・表示板もないが、対応はいかがか。

広報活動について

防犯カメラの設置状況

国道・県道等主要道路への設置状況と市の連携

コンビニ等への設置状況と市の連携

コミセンを中心とした地域の実態

生徒への啓発教育の状況

中・高校生への啓発教育の状況と警察との連携

質問者 ２４

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

闇バイト等の犯罪から市民を守る対応を伺う

コミセンでの一般市民への啓発活動の状況と警察との連携

凶悪犯罪に巻き込まれない安全安心な街宣言を

国史跡出雲国山陰道跡の保存活用計画を伺う
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高　橋　扶　治　夫

(1)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

出生数の減少による幼稚園や保育園の今後をどのように考えているか見解を伺う。

市立幼稚園のあり方の答申が出た後の、市としての具体的な対応を伺う。

今後の市立幼稚園及び保育園のあり方について、出雲市の方針・計画等の見解を伺
う。

今後の市立幼稚園及び保育園のあり方について

令和6年度の出雲市の市立幼稚園数と園児数を10年前、5年前との比較で伺う。

令和6年度の出雲市の保育園数と園児数を10年前、5年前との比較で伺う。

今後の市立幼稚園園児数の推移予想を、令和10年と令和15年で伺う。

今後の保育園園児数の推移予想を、令和10年と令和15年で伺う。

園児数が10人未満、10～19人、20～29人、30人以上の市立幼稚園数をそれぞれ伺
う。

幼稚園のあるべき姿とはどのようなものか所見を伺う。

なぜ全国において認定こども園が増加しているか所見を伺う。

質問者 ７

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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大　谷　良　治

(1)

①

②

③

ア

④

ア 実態把握とその改善に向けた検討状況と課題

自治会加入の課題について伺う

自治会加入率と脱会等の状況

自治会加入促進の取組み状況

自治会支援アドバイザー事業について

組織体制と運営方法の内容と今後の取組み

自治会運営における負担軽減に向けた取組み

質問者 １６

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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湯　浅　万　里　子

(1)

①

ア

イ

②

ア

イ

ウ

③

新たにどんなことに取り組まれるのか

リニューアルオープンの効果

市民への周知方法

予防医療も含め、医療の提供には医療人材の確保（医師、看護師、検査技師など）
が必要になりますが、人材確保の状況を伺います。

質問者 ４

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

充実した予防医療の提供について伺う

現在総合医療センターで予防医療として提供されている主な健診メニューを伺いま
す。

健診の種類

金額

健診センターは令和７年４月にリニューアルオープンをすると伺っています。これ
に関して次の点について伺います。
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石　橋　広　信

(1)

①

ア

イ

ウ

②

③

(2)

①

②

③

出雲市の食品ロス削減に向けた今後の取組みを伺う。

出雲市の若者支援に対する取組みについて伺う

若者の市政に対する要望内容に関して伺う。

若者の要望に対して行われた取組みに関して伺う。

若者の要望の受け入れに関して今後の市の取組みを伺う。

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

出雲市の食品ロス削減の取組みに関して伺う。

出雲市の食品ロス削減の取組みの現状を伺う。

食品ロス発生量

企業での取組み

家庭での取組み

出雲市の食品ロス削減に向けた取組みの課題を伺う。

質問者 ５
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福　島　孝　雄

(1)

①

ア

イ

②

③

ア

イ

ウ

(2)

①

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

環境保全型農業直接支払交付金事業および、多面的機能支払交付金事業の変更
点

予算の動向

土地改良区・農業法人への影響

地域の共同活動への影響

「長期中干し」によるJクレジットとの併用

交付金申請期間

資格条件

活動内容と産後ケアとの違い

市としての支援内容

農業政策の動向について伺う

日本型直接支払交付金事業の見直しについて伺う。

見直しの目的

質問者 ２０

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

子育て世帯への訪問支援事業の推進について伺う

「子育て世帯訪問支援事業ガイドライン」の内容を伺う。

事業目的と内容

補助内容（補助率・補助単価）

「出雲市こども計画」における進捗状況を伺う。

出雲市における「産後ドゥーラ(幅広く家事・育児・心の悩みにまで寄り添って支援
する有資格者)」の状況を伺う。
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南　　浩　二

(1)

①

②

③

ア

イ

④

⑤

今後、民間企業等の参入を更に促していくのであれば、運営費を増額し予算の
繰り越しも認め、運営費だけでなく、施設の管理費も含めて赤字とならないよ
うな制度にし、児童クラブのみの運営でも経営がまわるような制度設計にする
必要があると思うが見解を伺う。

保護者負担金を見直すべきタイミングにきていると思うが見解を伺う。

公設民設を合わせた児童クラブの連絡協議会の設置についての考えを伺う。

質問者 ２

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

今後の放課後児童クラブの運営について伺う

放課後児童クラブの未決定者の推計と実績におけるズレの分析、今後の推移（地域
別含め）を伺う。

「出雲市児童クラブワーキング会議」でまとめられた課題解消のための方策の内容
と市としての対応方針を伺う。

運営費の支援制度について伺う。

令和4年6月議会の一般質問で答弁された民設児童クラブへのその後の対応につ
いて伺う。
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福　田　　実

(1)

①

②

③

(2)

①

②

③

２０２５大阪・関西万博に訪れる観光客に対する本市のインバウンド誘客を伺う。

今後の本市の観光振興策（二次交通を含む）を伺う。

出雲市の防災・減災対策について伺う

令和３年から現在までの被害件数と災害復旧費の合計を伺う。

現在の本市の防災体制・減災対策などの進捗状況を伺う。

今後の本市の災害発生時の対応、防災体制・減災対策を伺う。

出雲市の観光振興策について伺う

令和３年から現在までの観光入込客数を年度、季節ごとに伺う。

質問者 ３

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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錦　織　　稔

(1)

①

②

来年度以降、何台程度を新端末に買い替え、旧端末を処分する必要があるのか伺
う。

その際のデータ消去等適切な端末処分に対する認識と具体的な取組について伺う。

質問者 １３

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

GIGAスクール端末の更新について伺う
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今　岡　真　治

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

オ

②

ア

タブレット端末のさらなる利活用促進を図る取組み

タブレット端末の更新について伺う。

更新の時期および更新費用

タブレット端末を活用した教育の推進について伺う

タブレット端末を活用した教育の状況について伺う。

学校でのタブレット端末の活用状況

タブレットドリルの活用状況

タブレット端末の持ち帰り状況

タブレット端末を使った授業の成果と課題

質問者 ９

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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𠮷　井　安　見

(1)

①

②

③

(2)

①

②

③

(3)

①

②

③

国に対して、地域の実情に応じて訪問介護の基本報酬を元に戻すよう働きかけるべ
きと考えるが、市の姿勢を伺う。

県とも認識を共有し、地域の訪問介護サービスを守るための施策を充実すべきと考
えるが、市の考えを伺う。

核燃料サイクルから撤退を

島根原発２号機ではプルサーマル運転が計画されているが、出雲市をはじめ周辺自
治体は議論に参加していない。住民の理解と合意がないなかでのプルサーマル運転
はおこなってはならないと考えるが、市の認識を伺う。

市民に対して丁寧な説明の場が求められるが、説明責任は誰にあるのか。また、説
明会等のあり方についての市の考えを伺う。

国や事業者が推進している「核燃料サイクル」からの撤退が必要と考えるが、市の
考えを伺う。

放課後児童クラブの待機児童解消を

市内の放課後児童クラブの利用状況と待機児童数について伺う。

将来的にはさらに利用希望者が増える地域も見込まれるが、市の考えを伺う。

待機児童や面積基準の達成、クラブ運営などの課題解消にむけた市の取組について
伺う。

地域での暮らしをささえる訪問介護への支援を

２０２４年４月からの訪問介護報酬引き下げが市内の訪問介護事業所に与えている
影響について、市の認識を伺う。

質問者 １

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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湯　淺　啓　史

(1)

①

②

③

(2)

①

②

ア

イ

市の組織再編を行い、機構改革を推し進めるべきではないか

本年９月議会で行われた令和５年度決算認定時の「決算認定意見書」、審査後の
「決算特別委員長報告」、また、「令和７年度出雲市予算編成方針」いずれも、今
後の財政需要の増大見込みを指摘し、既存事業の効率化やスクラップ、新たな事業
を立ち上げる際はスクラップ＆ビルドを前提とすると示されている。今こそ行政改
革部を復活させ強力に推進すべきではないか。以下について伺う。

総合政策部が担う業務は広範囲で多岐にわたる。以下について伺う。

人口や産業の状況などの現状把握と分析を専門に進める部署が必要ではない
か。

移住定住促進、ふるさと納税対応、多文化共生など専門性を持つべき分野が多
く、整理が必要ではないか。

質問者 １８

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

出雲市は産業構造をどのようにして把握しているのか

市では市内の産業構造をどのようなデータを元にして把握しているのか。

地域経済分析システム（RESAS）の分析結果、検討結果が市から示されたことがない
が、RESASは活用されているのか。

より正確に市の産業実態を把握するための一助として産業連関表の作成が必要では
ないか。
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鐘　推　義　憲

(1)

①

ア

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

イ

②

ア

イ

ウ

エ

③

ア

イ

ウ

エ

(2)

①

ア

イ

②

ア

イ

ウ

ａ

ｂ

ｃ

③

ア

ａ

ｂ

イ

ＳＳＷ（スクール・ソーシャル・ワーカー）の教育委員会への常設配置お
よび派遣時間数増加に向けた取り組み

今後の子育て支援の方針について伺う。

民間の支援事業への対応

フリースクールへの支援

民間が運営する「第三の居場所」としての施設への支援

小中学校の教育施設への空調設備の完備

不登校対策について伺う。

不登校対策の実施状況

「不登校・いじめ 緊急対策パッケージ」の取組状況

今後の不登校対策の取組方針

不登校相談支援センター（仮称）の設置

教育支援センターの増設または増強

連続立体交差事業休止状態における整備方針

国民スポーツ大会開催、観光振興に向けた対応

本市における子育て支援の現状および方針について伺う

ヤングケアラーへの支援について伺う。

ヤングケアラーの実態

ヤングケアラーへの支援の現状と今後の方針

事業費および財源

都市計画道路の見直しの状況および予定

都市計画マスタープランにおける位置づけ

道路整備における課題および取組方針について伺う。

幹線市道および都市計画道路の課題と取組方針

通学路、避難道路の整備方針

整備計画の内容

進捗状況、計画期間内の達成見込および取組の評価

事業費および財源

整備路線の追加・変更・廃止の実績および今後の整備予定

都市計画道路の整備について伺う。

進捗状況、達成見込、取組の評価

次期幹線市道整備計画の策定

質問者 ６

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

本市における道路整備の現状および方針について伺う

幹線市道の整備について伺う。

第２次幹線市道整備１０カ年計画の取組状況
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今　岡　久　人

(1)

①

ア

イ

ウ

②

③

④

(2)

①

②

③

出雲市西部地区への工業団地整備事業の基本的考え方

今回この地を選定された要因は。

この地において工業団地を造成することによるメリットとは。

今後の人口動態はどのように想定されますか。

ねぐらとなる森林の状況は。

餌場となる場所の現状はいかがですか。

市民の皆さんはトキの放鳥に対し理解度はいかがですか。

隣接する雲南市等との連携状態は良好ですか。

今年まで出雲でのヒナの誕生数は。

現在佐渡で出雲生まれのトキが何羽確認出来ていますか。

質問者 ８

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

令和９年度中のトキの放鳥に向けた取り組みの進捗状況

放鳥適地候補地とされた地域の調査状況は。
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板　倉　一　郎

(1)

①

②

③

ア

イ

ウ

エ

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

カスタマーハラスメント対策の取り組みについて伺う

カスタマーハラスメントとは何か具体的な事例を含め伺う。

カスタマーハラスメントの現状について、全国、出雲市全体、出雲市役所ごとに伺
う。

カスタマーハラスメントの対策について伺う。

国の取り組みについて伺う。

令和５年度に策定された「出雲市役所の働きやすい職場環境づくり」の中で、
令和６年度中にカスタマーハラスメントに関する基本方針及び対応マニュアル
を作成するとあるが、現在の状況およびその内容について伺う。

東京都では、今年全国の自治体で初めてとなるカスタマーハラスメント防止条
例が成立した。出雲市でも条例を策定する考えはないか伺う。

事業者、就業者、顧客などへの啓発活動について伺う。

質問者 ２７
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長　廻　利　行

(1)

①

②

(2)

①

②

大社周辺の交通渋滞対策について

国の助成を受けて実施している交通渋滞対策の実証実験について、神在祭の期間中
に重点実施されたが、渋滞対策を強化したことで一定の効果があったかどうか伺
う。

　繁忙期には絶対的に駐車場台数が足りず、交通渋滞が起こると思われるので、繁
忙期に臨時の駐車場を確保し、駐車台数を増やすことが必要と考えるが、その考え
はあるか。
　例えば、大社コミセン、荒木コミセン、大社中学校、大社小学校、荒木小学校な
どの駐車場及びグラウンドなどを利用できないか。

質問者 ３０

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

出雲日御碕観光応援キャンペーンについて

11月からスタートした日御碕の観光応援キャンペーンの実施状況について伺う。

県の支援に引き続き、出雲市版の観光応援キャンペーンを実施する考えはないか。
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後　藤　由　美

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

③

本年７月「市立幼稚園のあり方」について出雲市教育政策審議会から答申があり、
市内幼稚園運営協議会に報告をされた。特に園児数が少ない幼稚園運営協議会から
の意見はどのようなものであったのか、伺う。

「『幼児教育における集団の規模』を定義づけすることは困難であり、地域の状況
も加味しながら幼稚園のあり方を判断する」とある。そのためには、地域ごとに子
育て世代・これから子育てしようと考える世代のみなさんの意見を丁寧に聞くこと
が求められる。市の所見を伺う。

公立幼稚園の統合や認定子ども園化などの案があるが、根本的な問題として地域に
子どもがいない、若者世代がいないという問題がある。現在ある幼稚園を守り発展
させるという観点にたったまちづくりが必要である。市の所見を伺う。

マイナ保険証の強制ではなく、現行の健康保険証存続を

現在、マイナンバーカードに健康保険証としての利用を登録している人の割合と、
医療機関などでの利用率を伺う。

マイナ保険証の利用率が低い理由は、保険証の廃止やマイナ保険証の一本化に大き
な不安を抱いていることの表れだと思うが、市の認識を伺う。

市民の中には、「マイナ保険証を押しつけるな」「紙の健康保険証を存続せよ」と
の声もあり、国に対し、その声を届けるべきである。市の所見を伺う。

12月以降も現行の健康保険証で受診できることや、本年12月の保険証新規発行停止
後も保険証は最長で1年間は使うことができることなど、市民にわかりやすく広報す
べきである。市の所見を伺う。

市立幼稚園のあり方について

質問者 １１

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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木　佐　　宏

(1)

①

②

③

ア

イ

ウ 市道口宇賀・西代本線旅伏駅踏切の拡幅事業について

飯塚市政容認は、出雲を疲弊・奈落の底へ！リーダーシップ皆無に主権者は注視なさ
れ！旧平田行政区での防災安全施策も大小事案何ら解決せず、地域活性化施策も零点
だ！

消防団員の処遇改善要請に的外れ不誠実応答で主権者を籠絡終結は看過できない。
消防団員へ真の処遇改善を、飯塚市長に求め誠実なる所見を希求する。

飯塚市長の「誰ひとり取り残さぬ」口癖発言は世論を欺く奇弁そのもの。平田西部
統合小学校事業で生まれた市民不在の出雲市政による犠牲者の安住を可及的速やか
に復活する責任を果たされたい。

旧平田地域の総合防災意識の欠如と無責任執務を糾弾する。そこで、以下について
所見を伺う。

伊野地区の市道美野本線バイパス事業について

国富地区の湯谷川の河川改修について

質問者 １５

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容
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西　村　　亮

(1)

①

②

③

④

⑤

(2)

①

②

③

④

⑤

⑥

財政的に不可能と考えるが所見は

地域住民に委託する方法

今後の迅速な対応策

現状に見合った規制の強化

現況に即応した柔軟な対応

農振除外・農地転用

申請から許可等迅速な対応

市道等支障木の伐採撤去について

支障木等官地・民地の区分対応策

道路パトロールの現状と対応

支障木の完全な除去は可能か

質問者 ２１

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

規制改革による地域経済の活性化について

規制の緩和と撤廃
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大　場　利　信

(1)

①

②

③

ア

イ

④

⑤

⑥

⑦

⑧

その範囲内にある空き家の利活用策が先行されるべきと考えますが、いかがで
すか。

出雲市の居住誘導区域へ居住を誘導し、人口密度を維持するとのことですが、現実
的には市民が移動する主な動機は「地価の安さ」と「当該地域の魅力（自然環境や
静けさなど）」と考えます。市民や若い人の「居住の自由」についてどのように考
えるのか伺います。

出雲市におけるコンパクトシティ計画（立地適正化計画）について伺う

コンパクトシティの内容とその目的、併せて全国の導入状況を伺います。

コンパクトシティの対象地域と都市計画用途地域について、それぞれの範囲と関連
について伺います。

コンパクトシティ化の進展により周辺部と都市部の地域間格差の拡大の恐れも感ず
るが、「均衡ある発展」を目指す上でその影響について伺います。

国は立地適正化計画の策定を強く促し、その策定を条件に財政面においてもコンパ
クトシティの支援をしていく方針であるとのことですが、国の支援策の概要を伺い
ます。

質問者 ２２

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

国の法改正により、災害ハザードエリアからの移転が促進されていますが、現在出
雲市には土砂災害警戒区域及び地すべり防止区域は何箇所あるのか伺います。ま
た、防災指針の中でこれらの区域への対策をどのように定めようとしているのか伺
います。

拠点が分散している出雲市でコンパクト・プラス・ネットワークを実効性あるもの
とするには、立地適正化計画と地域公共交通計画が車の両輪とならなければなりま
せん。今後の具体的な対策を伺います。

出雲市のコンパクトシティの対象地域内にある都市計画用途地域について伺いま
す。

この地域には既に病院や福祉施設、子育て施設、教育施設、商業施設が集積し
ており、市民の日常生活はおおむね維持されていると考えますが、この点につ
いて伺います。
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本　田　一　勇

(1)

①

ア

イ

ウ

エ

ロケ誘致の効果をどのように考えていますか。

もっと活発にロケの誘致を行うべきだと思いますが、いかがですか。

質問者 １４

質 問 事 項 ・ 質 問 内 容

田舎に光を当てるロケ誘致プロジェクトの推進について伺う。

　出雲市には、都会が求める日本の原風景、そして海外のインバウンド観光客が憧
れる「本物の日本」が数多く眠っています。故郷であるこの出雲市内の「田舎」に
光を当てるために、未開拓の自然や可能性を活用し、映画、テレビドラマ、アニ
メ、ミュージックビデオ、コマーシャルビデオなどのロケ誘致プロジェクトを活発
化させることは、地域活性化の鍵となると確信しています。
　そこで次の点について伺います。

今までのロケ誘致については、どのように実施されてきましたか。

誘致にあたり市が負担する費用はどのようなものがありましたか。
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